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東
京
藝
術
大
学
の
教
授
や
大
学

院
生
を
講
師
に
招
き
、
町
内
の
音

楽
団
体
へ
の
実
技
指
導
や
交
流
に

よ
る
文
化
振
興
を
目
的
と
し
た
「
東

京
藝
術
大
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル･

イ
ン･

奥
出
雲
」
が
、
八
月
十
六

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
一
流
の
音
楽
に

触
れ
、
文
化
の
薫
り
高
い
町
を
目

指
そ
う
と
、
町
内
八
つ
の
音
楽
団

体
で
組
織
す
る
奥
出
雲
文
化
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
（
山
本
勝
昭

委
員
長
）
が
主
催
。
東
京
藝
術
大

学
と
し
て
も
初
め
て
の
試
み
で
、

町
文
化
藝
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー･

岡

弘
道
氏
の
仲
介
の
も
と
、
同
大
学

の
教
授
と
講
師
、
六
人
の
大
学
院

生
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
で
は
、
小･

中
学･

高

校
の
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹
奏
楽･

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
、
二
時
間

の
レ
ッ
ス
ン
が
二
回
ず
つ
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
初
日
に
行
っ
た
横
田
高
校
吹
奏

楽
部
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
藝
大
音

楽
部
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
科
講
師
の

茂
木
眞
理
子
さ
ん
が
「
演
奏
す
る

た
め
に
は
、
音
符
や
記
号
な
ど
、

楽
譜
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
話
し
、
生
徒
た
ち
は
、

音
符
や
音
楽
記
号
の
読
み
方
、
音

を
聴
い
て
楽
器
の
音
を
合
わ
せ
る

と
い
っ
た
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
合
同
演
奏
す

る
町
歌
な
ど
を
大
学
院
生
と
一
緒

に
演
奏
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
部
長
の
荒
金
璃
子
さ

ん
（
二
年
）
は
「
基
本
は
押
さ
え

て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
新
た

な
発
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
生

た
ち
の
音
色
を
聴
い
て
刺
激
を
受

け
た
」
と
話
し
、
短
時
間
の
レ
ッ

ス
ン
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
と

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
最
終
日
の
二
十
一
日

に
は
、
集
大
成
と
な
る
「
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

た
音
楽
グ
ル
ー
プ
や
関
係
者
を
始

め
、
町
内
外
か
ら
約
五
百
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
前
半
の
第
一
部
で

は
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
吹
奏
楽

部
や
音
楽
グ
ル
ー
プ
が
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
藝
大
の
講
師
が
見
守
る
中
、
レ

ッ
ス
ン
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
し
て
い
ま

し
た
。

　
各
演
奏
が
終
わ
る
と
、
レ
ッ
ス

ン
を
行
っ
た
講
師
や
観
客
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
後
半
の
第
二
部
で

は
、
大
学
院
生
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
学
院
生
た
ち
は
「
私
た
ち
を

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
へ

の
お
礼
の
気
持
ち
を
」
と
、
会
場

に
美
し
い
音
色
と
歌
声
を
響
か
せ

ま
し
た
。

　
観
客
は
、
国
内
屈
指
の
音
楽
学

生
が
奏
で
る
音
楽
に
酔
い
し
れ
て

い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、
全

員
で
町
歌
と
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」

の
合
同
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
員
が
、
ス
ク
ー
ル
で
の
思
い

出
や
故
郷
へ
の
思
い
を
胸
に
、
会

場
に
ふ
る
さ
と
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

響
か
せ
ま
し
た
。

　
レ
ッ
ス
ン
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
終

え
て
、
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
大
学
院

生
と
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
生
徒
た

ち
の
表
情
は
達
成
感
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

　
藝
大
の
茂
木
講
師
は
「
皆
さ
ん

の
音
楽
に
対
す
る
純
粋
さ
を
感
じ

た
。
町
歌
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し

た
音
楽
を
ぜ
ひ
誇
り
に
思
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
委
員
長
は
「
こ
の

ス
ク
ー
ル
を
契
機
に
、
各
音
楽
団

体
が
互
い
に
手
を
取
り
合
う
こ
と

が
大
切
。
奥
出
雲
の
文
化
づ
く
り
、

活
性
化
に
ま
い
進
し
た
い
」
と
、

音
楽
を
始
め
と
し
た
文
化
の
薫
り

高
い
町
づ
く
り
へ
の
思
い
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

田
中
拓
也
さ
ん
（
サ
キ
ソ
ホ
ー
ン
）

「
楽
し
く
で
き
た
。
楽
譜
が
読
め

れ
ば
世
界
中
で
音
楽
が
で
き
る
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

鳥
越
崇
裕
さ
ん
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

「
楽
譜
を
読
む
こ
と
は
と
て
も
大

切
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
自
分

た
ち
も
頑
張
り
た
い
」

井
口
　
達
さ
ん
（
声
楽･

バ
リ
ト
ン
）

「
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
音
楽

の
楽
し
さ
を
再
認
識
し
、
初
心
に

帰
る
こ
と
が
で
き
た
」

堀
菜
々
子
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

「
皆
さ
ん
に
教
え
る
こ
と
で
、
自

分
も
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
自
然
豊
か
な
こ
の
町
で
感
性

を
磨
い
て
ほ
し
い
」

山
本
恵
利
花
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
演
奏
す
る
こ

と
で
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
改

め
て
感
じ
た
」

寺
本
純
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）

「
皆
さ
ん
の
音
楽
へ
の
情
熱
の
強

さ
に
、
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
音
楽
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」

　
「
奥
出
雲
町
文
化
藝
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
に
岡
弘
道
氏
が
就
任
し
、

委
嘱
書
交
付
式
が
八
月
十
六
日
、

役
場
仁
多
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
岡
氏
は
、
東
京
藝
術
大
学
卒
業

後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
。
同
局
で
は

数
多
く
の
音
楽
番
組
を
担
当
し
、

退
局
後
は
く
ら
し
き
作
陽
大
学

音
楽
学
部
客
員
教
授
と
し
て
後

身
の
指
導
に
当
た
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成
十
八
年
に
は
、

奥
出
雲
町
歌
の
制
定
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
奥
出
雲
町
は
、
音
楽
や
芸

術
に
熱
心
。
音
楽
や
芸
術
に
関

わ
る
子
ど
も
た
ち
と
懇
談
の
場

も
持
ち
た
い
」
と
話
す
、
岡
氏
。

　
今
後
は
、
年
間
を
通
じ
、
文

化･

芸
術
に
関
す
る
総
合
的
支

援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
京
都
府
で
八
月
十
二
日
か
ら
十

五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
第
四
十

一
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
横
田
中

学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
第
三
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
三
位
以
上
の
獲
得
は
、
平
成
十

九
年
の
第
三
十
七
回
大
会
以
来
で

す
。

　
大
会
準
々
決

勝
で
は
、
瀬
戸

中
学
校（
岡
山
）

に
四
対
〇
で
快

勝
。
続
く
準
決

勝･

朝
日
中
学

校
（
福
井
）
戦

で
は
、
二
点
を

先
制
さ
れ
ま
し

た
が
、
フ
ォ
ワ

ー
ド
の
大
塚
洸

輝
選
手
が
二
点

を
返
し
て
延
長

戦
に
突
入
。
終

始
、
優
位
に
試

合
を
進
め
た
も

の
の
延
長
後
半
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

コ
ー
ナ
ー
か
ら
の
こ
ぼ
れ
球
を
押

し
込
ま
れ
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

た
が
、
横
田
中
ら
し
い
豊
富
な
運

動
量
と
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
ホ
ッ
ケ

ー
を
展
開
し
健
闘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

は
、
準
々
決
勝
で
磐
梨
中
学
校
（
岡

山
）
と
対
戦
。
二
対
一
で
惜
敗
し

た
も
の
の
、
健
闘
し
ベ
ス
ト
８
と

な
り
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
二
日
に
は
、
男
子
ホ

ッ
ケ
ー
部
の
落
合
晴
輝
主
将
と
女

子
の
荒
川
千
尋
主
将
が
、
役
場
仁

多
庁
舎
を
訪
れ
、
落
合
主
将
か
ら

は
「
優
勝
に
は
届
か
ず
残
念
だ
が
、

準
決
勝
で
は
練
習
の
成
果
を
発
揮

で
き
る
プ
レ
ー
が
で
き
た
」
、
荒

川
主
将
か
ら
は
「
最
後
ま
で
諦
め

ず
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
悔
い

の
な
い
プ
レ
ー
が
で
き
た
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
井
上
町
長
に
大
会
の
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

▲横田高校でのレッスンの様子

▲ふれあいコンサートで町歌を合奏

▲地元コーラスグループによる合唱

▲委嘱書を受ける岡氏

▲強豪相手に堂々の３位･横中男子ホッケー部 ▲大学院生による演奏

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

と
お
る

▲


